
【会期】2025年4月22日(火)～ 6月15日(日)
【休館日】月曜日、5月7日(水)　※ただし、4月28日(月)、5月5日(月･祝)は開館
【開館時間】午前9時30分～午後5時　※入館は閉館の30分前まで

※毎週金曜・土曜日、5月4日(日•祝)、5日(月•祝)は午後8時まで開館 
【会場】東京国立博物館 平成館
【主催】東京国立博物館、NHK、NHKプロモーション　
【後援】台東区、中央区　【協賛】SGC、NISSHA
【観覧料(税込)】一般：2,100円　大学生：1,300円　高校生：900円　　

※中学生以下、障がい者とその介護者1名は無料。
＊会期中、一部作品の展示替えを行います。

【会期】2025年3月25日(火)～ 8月3日(日)　【会場】東京国立博物館 本館 特別5室
【観覧料(税込)】一般：2,000円　大学生：1,200円　高校生：800円

※中学生以下、障がい者とその介護者1名は無料。

このジュニアガイドは、東京国立博物館 特別展「蔦屋重三郎 コンテンツビジネスの風雲児」の鑑賞の手引きとして
小学校高学年から中学生を対象に作成しました。

公式サイト https://tsutaju2025.jp/　公式X,Instagram @tohaku_edo2025

制作：NHK､NHKプロモーション　編集：NATSUHARA,LLC　デザイン：技秀堂　イラスト：桐丸ゆい

「イマーシブシアター 新ジャポニズム ～縄文から浮世絵 そしてアニメへ～」
超高精細の映像体験へようこそ！

東京国立博物館で同時期開催の展覧会

「浮世絵現代」
国内外のアーティストが伝統の木版画に挑戦
【会期】2025年4月22日(火)～ 6月15日(日)　【会場】東京国立博物館 表慶館
【観覧料(税込)】一般：1,400円　大学生：700円　70歳以上：400円　

※高校生以下、障がい者とその介護者1名は無料。
特別展「蔦屋重三郎」か「イマーシブシアター」に来たら無料で鑑賞できます！(当日のみ）

博物館からのお願い　博物館からのお願い　

展 覧 会 情 報

展覧会
公式サイトは
こちらから

音声ガイド
ナビゲーターは

大河ドラマ「べらぼう」で
蔦屋重三郎を演じる
横浜流星さん！

音声ガイド
ナビゲーターは

大河ドラマ「べらぼう」で
蔦屋重三郎を演じる
横浜流星さん！

館内でメモを取るときは
えんぴつを使おう

作品やケースには
さわらずに目で楽しもう

ゆっくり歩いて
静かに見よう

©NHK・dwarf

大河ドラマも日曜美術館も
　　　　 で見逃し配信が
あります。
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2025年
平成館
上野公園

中学生以下は観覧無料です
ちゅうがく せい い か かん らん む りょう

てん らん かい じょう ほう

どうかんぶつはくりつこくきょうとう じ き かい さい てん らん かい

えようきしん もんじょう

こく ない がい もく はん が ちょうせんでん とう

よ え げん だいうき

はく ぶつ かん ねが
ある さくひん かんない と

しず め たの つかみ

おんせい

たい が

つた や じゅうざぶ ろう えん

よこ はま りゅう せい

NHK番組情報
ばん ぐみ じょう ほう

5月 4日（日）午前9：00～
5月11日（日）午後8：00～（再）

蔦屋と歌麿・写楽・北斎（仮）
つた じゅう うた まろ しゃ らく ほく さい かり

「べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～」毎週日曜放送中
日曜午後8：00 日曜午後6：00 日曜午後0：15

大河ドラマ
つた じゅう えい が の ゆめばなし まい しゅう にち よう ほう そう ちゅう

プロデュース

東洲斎写楽筆　大判錦絵
寛政6年（1794） 
東京国立博物館蔵
前期展示：4/22－5/18

三代目大谷鬼次の
江戸兵衛（部分）

蔦重の家に寄宿して戯
作者として身を立てる。
のちの代表作は『東海
道中膝栗毛』。

〈1765̶1831〉
十返舎一九

戯作者

しゃ いっ くぺんじっ

さく しゃげ

山東京伝の弟子。蔦屋
の手代として働いても
いた。のちの代表作は
『南総里見八犬伝』。

〈1767̶1848〉
曲亭馬琴

戯作者
さく しゃぎ

美人画で知られるほか、役者
絵や黄表紙の挿絵ものこす。

〈生没年不詳〉
栄松斎長喜

絵　師天明狂歌を代表する狂歌師（しゃれや皮肉
をきかせた短歌を作る人）で、蜀山人の名
でも知られる。評論家・批評家としても活躍。

〈1749̶1823〉

大田南畝
（四方赤良） 

狂歌師・戯作者

蔦重が見いだした、次世代のスターたち蔦重が交流した大物文化人たち

蔦重
最後の賭け

江戸の科学者であり発明家として有名。戯
作者（作家）、俳人（俳句を作る人）としても
活躍。蔦重初の吉原ガイドの序文を依頼。

〈1728̶1779〉
平賀源内

発明家・戯作者

序文を依頼

蔦重の盟友。戯作者として多
くの黄表紙・洒落本をのこす
とともに絵師としても活躍。

〈1761̶1816〉
山東京伝

戯作者、絵師

洒落本・黄表紙を依頼

美人画・狂歌絵本を依頼

蔦屋重三郎とその仲間たち蔦屋重三郎とその仲間たち
江戸時代を代表する名プロデューサー「蔦重」こと蔦屋重三郎。

ヒット作やスターを次 に々世に送り出した背景には、
新しい才能、組み合わせを生み出す文化人ネットワークがありました。

蔦重は、生まれ育った吉原で各界で活躍する江戸の代表的な文化人と交流し、
そこで築いた人的ネットワークを活用して、新しい才能を見出したり、
組み合わせてヒット作やスター絵師を次 に々世に送り出しました。

長い画業で様 な々浮世絵を描い
た、人気の高い浮世絵師。蔦重に
若き才能を見出され、二代目蔦重
の頃に活躍した。

絵　師

〈1760̶1849〉

勝川春朗
（のちの葛飾北斎） 

しえ

蔦重が育てた
スター絵師

蔦重が頼りにしていた
戯作者・絵師たち

蔦重に才能を見出され、
美人画の大首絵が大ヒッ
ト。スター絵師になる。

〈1753？̶1806〉
喜多川歌麿

絵　師役者の大首絵を描き一世
を風靡。10ヶ月の活動期
間で大量の役者絵を蔦重
の元から刊行。

〈1763̶1820〉
東洲斎写楽

絵　師

重要文化財

喜多川歌麿筆  大判錦絵
寛政4～5年（1792～93）頃
東京国立博物館蔵
前期展示：4/22－5/18

婦女人相十品 
ポッピンを吹く娘（部分）
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多くの文化人と交流し
てヒット作を連発。江戸
時代を代表する版元
（出版社のオーナー）と
なる。

〈1750̶1797〉
蔦屋重三郎
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躍進のカギは、築いた蔦重ネットワークと卓越したアイディア！躍進のカギは、築いた蔦重ネットワークと卓越したアイディア！
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ないない尽くしの生まれから“江戸のメディア王”として時代の寵児に！
蔦重こと蔦屋重三郎の波乱万丈の生涯。
【作】森下佳子 【主演】横浜流星（蔦屋重三郎 役）
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出版物の企画・製作・印刷・製本・販
売をするところで、いまでいうと出版社
と書店を兼ねたようなお店でした。
版元には、書物問屋と地本問屋の2
種類がありました。

書物（仏教、儒教、医学のような学問
などの学術書のこと）を扱う問屋。

地本（江戸で出版された草双紙（大
衆的な絵入り小説本）など）を扱う問
屋。本のほかに浮世絵なども扱ってい
たので「絵草紙屋」とも呼ばれました。

版　元版　元

【地本問屋】

【書物問屋】

インターネットやテレビ、雑誌など情報入手の手段が色 あ々る今とちがって、
江戸時代は、何といっても出版物がメディアの中心でした。
出版物は、大切な情報源であり、娯楽であり、広告媒体であり、流行の発信源でもありました。

江戸時代の本は、主に木版印刷で
多くの人たちの共同作業によって作られました。

吉原で生まれた蔦重は、23歳のときに育った家で貸本屋をはじめ、25歳で吉原の
ガイドブック（吉原細見）を編集し自分で出版するまでになります。
28歳で吉原五十間道に自分のお店｢耕書堂」を構え、34歳のときに日本橋通油町
に出店しました。その頃の江戸の街では新しい本や絵が次 と々発表され、日本橋に
はたくさんの版元が並び立っていました。蔦重の｢耕書堂」も売れっ子版元に仲間
入りしました。

蔦重さんのように、自分のイラストと名前、
キャッチコピーを書いてみよう！

浮世＝今の世の中や人々の様子を
テーマにした絵で江戸時代に発展し
ました。主に肉筆画（紙などに筆で描
いた絵）と木版画（絵を彫った木の板
を使って印刷する手法）があり、木版
画は大量生産できたため庶民にも広
く親しまれました。美人画や役者絵、
名所絵、武者絵、戯画など、色々な
ジャンルがありますが、喜多川歌麿は
主に美人画、東洲斎写楽は役者絵が
有名です。

浮世絵ってなに？

当時本は高価なものだったので、江戸
の庶民は仕入れた本を貸出し、レンタ
ル料をとる「貸本屋」から借りて読み
ました。

貸本屋貸本屋

江戸の本屋さん解剖！ 江戸時代の本の作り方密着！

私は地本問屋から
はじめて、のちに

書物問屋にも加わって
いろいろな書物を
販売したんだ

私も最初は
貸本屋からスタート
したんだよ

え ど ほん や え ど じ だい ほん つく かた
かい ぼう みっ ちゃく

私は黄表紙
（絵入りの小説）で
たくさんのヒット作を
出版したんだよ
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いまでは美術品
として高価な浮世絵
だけど、当時はコミックと
同じくらいの値段で
買うことができる庶民の
楽しみだったんだ
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